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1.緒百

一般にエナメル上皮腫は，緩慢な膨張性発育を示す良性腫蕩とされている。 しカ

し，局所浸潤性の増殖，再発を示す症例も少なくなく，稀に悪性転化や転移をきた

すことから，悪性腫蕩に準じた取り扱いがなされることの多い腫場である。本腫蕩

に関して，臨床的，病理組織学的に様々な報告がなされているが，その生物学的性

格は不明な点が多く，その潜在的悪性能を支持する報告もみられる 1・九

近年，腫蕩細胞の増殖能からその細胞動態を解明する試みが多く行われている。

細胞動態の検索に用いられる増殖細胞関連抗原には，増殖細胞核抗原(Proliferating 

cell nuc1ear antigen )， Ki・67抗原3) BrdU反応抗原4)があげられる。それらの中で，免

疫組織化学的染色によ り容易に検索可能な PCNAは， Miyachiら川こより全身性エリ

テマトーデス (SLE)患者の血清中から検出された蛋白質で，増殖細胞核と特異的

に反応する血中自己抗体に対する対応抗原である。また，本蛋白質は DNApoly-

merase oコア酵素の活性促進に必要とされる補助因子でありい) 細胞周期の 00期

ではほとんど認められないが， Gl後期から S期にかけて核内に出現し， S期以降は

消失することが報告されている 8)。これらのことから， PCNAはDNA合成，あるい

は細胞増殖に深く関与していると考えられている o 本蛋白質の免疫組織化学的検索

が，さまざまな腫蕩組織に関してなされており，細胞増殖能の指標，あるいは腫蕩

組織の悪性度，侵襲度の指標としての有用性が指摘されている9・12)。

一方，ここ十数年来，発癌の機構が分子レベルで明らかとなり その原因が遺伝

子の異常にあることが解明されつつある。現在までに数十種類もの癌遺伝子や癌抑

制遺伝子がクローニングされ，様々な腫場組織における多種多様な変化が見い出さ

れている 13-18)O さらに，これらの分子生物学的研究と平行して 癌遺伝子産物や癌

抑制遺伝子産物に対する抗体が精製され，産物の生理的機能の研究のみならず，腫

蕩診断への応用が試みられている。癌遺伝子産物はその生理的機能から1)転写制御

因子群， 2) GTP結合蛋白質群， 3) セリン・スレオニンキナーゼ群， 4) 非受容体

型チロシンキナーゼ群 5)受容体型チロシンキナーゼ群， 6)増殖因子群に大別さ

れ，いずれも細胞における一連のシグナル伝達系において重要な役割を担っている
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といわれている。転写制御因子群のひとつである c-myc蛋白質をコードする myc遺

伝子は，ニワトリ白血病ウイルスが持つ発癌遺伝子 ν-myc遺伝子と相向性をもっ細

胞遺伝子として発見された 19)。その産生蛋白質は， 62kDの DNA結合蛋白質であり

20) 細胞の GO/Gl期より S期への移行を促進する転写促進因子であると考えられて

いる21)0 H-ras， K-ras遺伝子は，それぞれラットの Harvey肉腫ウイルス， IGrsten肉

腫ウイルスのもつ発癌遺伝子と相向性を持つ細胞遺伝子として発見された癌遺伝子

である均。さらに N-rasが酷似する遺伝子として見い出されている22)。その産生蛋

白質は分子量 21kDの GTP結合蛋白質であり(細胞の増殖，分化のシグナル伝達

において，シグナルの開聞を制御する分子スイッチとして重要な役割を果たしてい

る2九 c-erbB-2遺伝子は， トリ赤芽球症ウイルス ν-erbBに類似する細胞遺伝子とし

てSembaら25)によって見い出され，その産生蛋白質は EGF受容体に酷似した構造

を示し，チロシンキナーゼ活性を有する 185kDの細胞膜貫通型糖蛋白質であるお)。

しかし，その生理的機能は明らかでなく，特異的なリガンドとして heregulinファミ

リーが報告されているが27) いまだ確定されていない。代表的な癌抑制遺伝子であ

るp53遺伝子は 17染色体短腕に存在し，その遺伝子変異はヒトの悪性腫蕩において

高頻度に認められ，p53遺伝子のアレルの欠失と点突然変異が腫蕩の発生や増殖に

深く関与すると報告されている 18.乱期。 p53遺伝子，およびその産物の生理的機能は

明確には解明されていないが，野生型 p53蛋白質は細胞周期を制御，調節している

と考えられている 30)。また，なんらかの原因により DNAに損傷を受けたときに細胞

周期を Gl期で停止させることが p53蛋白質の生理的な役割であるとの報告もみら

れる 31)。

近年，これらの癌関連遺伝子産物に関する免疫組織化学的研究が多く為されてお

り，腫蕩の悪性度あるいは転移性などの生物学的性状が，癌遺伝子産物，癌抑制遺

伝子産物の陽性細胞率 染色性の差異として示されるとの報告が見られる 32-36)が，

歯原性腫療に関しては ras蛋白質の免疫組織化学的検索が Sandrosら37)により報告

されているのみであり その詳細な検討は為されていない。 しかしながら，エナメ

ル上皮腫，悪性エナメル上皮腫において，これらの遺伝子産物の関与があるのか，
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あるとすればどのような役割を担っているのか，あるいは細胞学的悪性能の指標と

して有用であるのかといった問題は興味深いと思われる。

本研究では，抗 PCNAモノクロ ーナル抗体を用いてエナメル上皮腫，エナメル上

皮腫再発例，および悪性エナメル上皮腫に関して免疫組織化学的検索を行い，腫蕩

組織の細胞増殖能，細胞動態について検討した。さらに，癌遺伝子産物のうち，転

写制御因子群， GTP結合蛋白質群，受容体型チロシンキナーゼ群からそれぞれ

c-myc， ras， c-erbB-l， 2， 3蛋白質を選び， p53癌抑制遺伝子産物を含めた 6種類の遺

伝子産物に関して，その局在を免疫組織化学的に検索し， PCNAの陽性率とその局

在分布様式との比較検討を試みた。

n.材料および方法

1.検索材料

本研究で使用した症例は 表 lに示すように 1987年から 1992年までの聞に岡山

大学歯学部附属病院において得られたエナメル上皮腫 16例，エナメル上皮腫再発例

6例，および悪性エナメル上皮腫 2例であり，すべて生検材料を検索材料とした。

エナメル上皮腫の組織型は WHOの歯原性腫蕩分類38)に基づいた鴻胞型 8例，叢状

型 8例である。エナメル上皮腫再発例は初発時から最終再発時まで経過観察可能で

あった 4例(減胞型 3例 i慮、胞型と叢状型の混在型 l例)と 再発症例のみ検索し

得た 2例 (i慮、胞型 1例 混在型 1例)の計 6例である。また，悪性エナメル上皮腫

は2例ともに再発を繰り返した症例であるが 初発時生検材料を検索材料としたO

また対照として，成人正常歯肉上皮 5例，岡山大学医学部第 l病理学講座より供与

を受けた胎生 16-20週齢の自然流産胎児より得られた歯槽粘膜上皮 3例および乳歯

医 3例を検索した。
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表 1 検索材料

エナメル上皮腫

液胞型 8例

叢状型 8例

エナメル上皮腫再発例 6例

悪性エナメル上皮腫 2例

成人正常歯肉上皮 5例

胎児歯槽粘膜上皮(胎性16-20週齢 3例

胎児乳歯脹(胎性16-20週齢 3例

2.組織学的研究方法

光学顕微鏡用標本作製方法:組織はすべて 10%中性緩衝ホルマリン浸漬固定後，

常法に従いアルコール系列で脱水，パラフイン包埋したO 厚さ約 3μmのパラフイ

ン切片を作製し，ヘマトキシリン・エオジン染色を施して光学顕微鏡的に観察した。

免疫組織化学的染色方法:免疫組織化学的染色に用いた一次抗体(表 2)はいず

れもモノクローナル抗体であり，細胞増殖能の指標として抗 PCNA抗体，癌遺伝子

産物に対する抗体として抗 c-myc，抗 ras，抗 c-erbB-1，抗 c-erbB之，抗 c-erbB-3抗

体，癌抑制遺伝子産物に対する抗体として抗 p53抗体を使用した。切片を脱パラフイ

ン後， 0.03 %過酸化水素メタノール溶液に 30分浸潰し，以下に述べるように，

ABC Kit (Vecta)を用いて，アピジンーピオチン複合体法により行ったo 75倍希釈

ウマ正常血清で 20分反応後，一次抗体を 4'C. 16時間反応させた。次いで 200倍

希釈 2次抗体 30分反応後， 55倍希釈アピジンーピオチン複合体を 30分室温で反応

させた。希釈はすべて， 0.005Mトリス一塩酸緩衝生理食塩液で行なった。発色基質

は， 0.01 % H202加0.02% 3，3'ージアミノベンチジン 4塩酸塩(0.05Mトリス一塩酸

緩衝液 pH7.6)を用いた。発色後，メチルグリーンにより対比染色を行ない光顕的

に観察した。なお，一次抗体を反応させず¥その他の処理を同様に行い陰'性コント

ロールとした。また，p53免疫染色に際しての陽性コントロールとして， Exon8，コ

ドン 273において点突然変異を認め，蛋白質レベルでの過剰発現を示した扇平上皮

癌症例を用いた。

各蛋白質の陽性細胞の基準は， PCNAは辻ら39)に従い染色性の強弱に関わらず核
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全体が陽性を示しているものを陽性細胞と判断した。癌遺伝子産物，癌抑制遺伝子

産物についてはその染色性を問わず陽性反応を認めた細胞を陽性と判断した。

PCNA，癌遺伝子産物，癌抑制遺伝子産物の陽性細胞率は，免疫染色を施した切

片を光学顕微鏡(Nikon社， Labophot) を使用して， 400倍率(接眼レンズ:>く 10，

対物レンズ:X40) で観察し，無作為に選んだ 5ケ所について 1000個以上の腫蕩

細胞に対する陽性細胞の比として算定し，平均値士 S.D.として検討した O 癌遺伝

子産物，癌抑制遺伝子産物の陽性細胞率の判定は:f::陽性率 0-10%，+: 10-

40%， ++ : 40-70%， +++ : 70%-100%とした。平均値の差の検定は Mann-

Whitney検定を，癌遺伝子産物，癌抑制遺伝子産物の陽性細胞率と PCNA陽性率と

の相関性に関しては Spearmanの順位相関係数を用い，危険率 5%未満で有意差あり

と判定した。

表 2 使用抗体

抗 PCNA抗体 (PC10， Novocastra) 

抗 c-myc抗体 ( 9E10， Oncogene Science) 

抗 v-Hras抗体 (Y13-259， Oncogene Science) 

抗 c-erbB-1抗体 (29. 1. 1， Sigma) 

抗 c-erbB・2抗体 ( 3B 5， Oncogene Science ) 

抗 c-erbB-3抗体 ( RTJ 1， Novocastra) 

抗 p53抗体 (BP 53・12，J apan tanner ) 

III.結果

1.抗PCNA抗体による細胞増殖能の検討

希釈率

100倍

100倍

20倍

100倍

200倍

20倍

1100倍

検索したすべての腫場組織および対照組織において PCNA陽性所見を得た。エ

ナメル上皮腫，エナメル上皮腫再発例，悪性エナメル上皮腫，および正常組織の

PCNA陽性率をまとめると図 lに示すとおりである。

対照症例:成人正常歯肉上皮，胎児歯槽粘膜上皮では，基底;細胞層，およびその

上層 2-3層に陽性細胞の分布を認め，それらは核全体に強い陽性所見を示す傾向に

あった。 PCNA陽性率は，それぞれ 7.5土1.9%，6.6士1.1%であった。なお，歯堤
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歯脹上皮細胞は，不規則に弱い陽性反応、を示すのみであった。

エナメル上皮腫:浦、胞型エナメル上皮腫において， PCNA陽性細胞は，腫蕩胞巣

辺縁部の円柱状細胞に多く分布し，胞巣中央部細胞では陽性細胞をほとんど認めな

かった(写真 1)。その染色性に関しては，核全体に強い染色性を示すものと，核

全体に弱い染色性を示すものが混在していたo t:慮胞型エナメル上皮腫における

PCNA陽性率は 13.1::t3.3%(n=8)であった。

叢状型エナメル上皮腫において， PCNA陽性細胞は，胞巣辺縁部細胞のみならず

腫蕩実質全体に散在し，それらの多くは，核全体に強い染色性を示した (写真 2)。

また，腫蕩細胞が充実性増殖を示す部位，歯堤状増殖を示す部位において多数の

PCNA陽性細胞を認めた。叢状型エナメル上皮腫における PCNA陽性率は 15.9::t7.3 

% (n=8)であり慮、胞型エナメル上皮腫の PCNA陽性率との聞に有意差は認めなかっ

た。また，他の叢状型エナメル上皮腫と比較して 32.8%と高い陽性率を示した症例

が観察された(写真 3)。

エナメル上皮腫再発例 :PCNA陽性細胞は 鴻胞型では胞巣辺縁部細胞のみなら

ず腫蕩胞巣全体に散在する傾向にあった(写真 4)。叢状型では腫蕩胞巣全体に散

在するとともに陽性細胞の増加傾向を認めた。また 混在型においても PCNA陽性

細胞は特定の分布傾向を示さず 腫蕩胞巣全体に認められた。エナメル上皮腫再発

例 6例の PCNA陽性率は 21.1::t5.7%(n=6) であり エナメ jレ上皮腫 16例に比較

し有意差を認めた。初発時から追跡した 4例では 全て初発時と比較し再発時症例

の方がPCNA陽性率は高値を示した(表 3)。初発時症例の PCNA陽性率平均値

は 13.8::t4.5%，再発時症例は 22.2::t2.2%であり，再発時症例の PCNA陽性率は初

発時症例に比べ有意差を示した。

悪性エナメル上皮腫 :PCNA陽性細胞は 腫蕩構成細胞において特定の局在を示

さず，胞巣全体に多数認められ それらの多くは核全体に強い染色性を示した(写

真 5)。悪性エナメル上皮腫は平均陽性率 43.3土1.6%(n=2 )であり，エナメル上皮

腫に比べ約 2倍の値を示し 有意に高値であった。
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エナメル上皮腫再発例のPCNA陽性率表 3

再発時(組織型)初発時 (組織型)症例

(鴻胞型)21.1 % (鴻胞型)13.8 % 

u慮胞型)23.4 % (液胞型)7.8 % 2 

( i慮胞型)24.6 % (i慮胞型)18.6 % 

(混在型)19.6 % (叢状型)15.2 % 4 

22.2 :i:2.2% 
叩<0.05
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2.癌遺伝子産物の発現

エナメル上皮腫:液胞型エナメル上皮腫において， c-myc蛋白質は，腫蕩胞巣辺

縁部細胞では核のみ，核と細胞質，あるいは細胞質のみに，胞巣中央部細胞ではそ

の核内に陽性所見を認めた(写真 6) 0 c-myc蛋白質陽性細胞率は， 21.0% -77.2% 

と広範な値を示し，平均値は 54.4士19.9%であったo ras蛋白質は，腫蕩胞巣中央部

細胞ではその細胞質に強陽性を示すものの，胞巣辺縁部細胞では弱陽性を示した(

写真 7) 0 ras蛋白質平均陽性細胞率は 52.3:t18.2% (20.7%-72.6%)であった。

c-erbB-2蛋白質は 腫蕩胞巣辺縁部高円柱状細胞の細胞膜，細胞質において強陽性

を示したが，胞巣中央部細胞では弱陽性~陰性であった(写真 8) 0 c-erbB-2蛋白

質の平均陽性細胞率は39.9:t15.3%(17.9%-67.1%) であった。なお， c-erbB-l， 3 

蛋白質は，その局在を認めなかった O

叢状型エナメル上皮腫において， c-myc蛋白質は，腫蕩構成細胞全体にわたり，

核と細胞質，あるいは細胞質のみに陽性所見を認めた(写真 9) 0 c-myc蛋白質の

平均陽性細胞率は 52.2:t15.5% (36.5% -79.6% )であった。 ras蛋白質は，胞巣辺

縁部，中央部にかかわらず腫場構成細胞の細胞質において弱陽性所見を示した(写

真 10) 0 ras蛋白質の平均陽性細胞率は 50.5:t25.3%(7.2% -79.7%) であった。

c-erbB-2蛋白質は 腫傷構成細胞全体で弱陽性~陰性であった(写真 11) 0 

c-erbB-2蛋白質の平均陽性細胞率は 15.7:tl1.67%(3.1% -36.6%)であった。なお，

c-erbB-l，3蛋白質は，その局在を認めなかった。また，叢状型エナメル上皮腫の一

部の症例で， c-myc蛋白質が，腫湯構成細胞全体にわたり核膜周囲の細胞質に強い

陽性所見を認め さらに ras蛋白質の染色性が著しく低下していた。

エナメル上皮腫再発例:c-mycとras，c-erbB-2蛋白質の染色性は，基本的には前

述の組織型に類似したものであったo c-mycとras，c-erbB-2各蛋白質陽性細胞率は，

それぞれ 48.3土16.5% (24.7%-70.9%) ， 31.5土23.0% (6.4%-56.3%) ， 26.1士

18.0% (8.7% -46.5% )であった。また，一部のi慮、胞型エナメル上皮腫再発例で，

c-rnyc蛋白質は，腫場胞巣中央部細胞で核膜周囲の細胞質に強い陽性所見を認め，

-9 -
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さらに， ras蛋白質の染色性は，腫蕩構成細胞全体にわたり著しく低下していたo

悪性エナメル上皮腫:c-myc蛋白質は，腫蕩細胞核膜周囲の細胞質に強い陽性反

応を示した(写真 12)。平均陽性細胞率は 79.5:f:l0% (72.2%， 86.7%)と高値

を示した。ras蛋白質は， 一部の腫蕩細胞を除きその局在を認めなかった (写真 13

) 0 ras蛋白質の平均陽性細胞率は 5.0:f:1.4 % (4.0%， 6.0%)を示した。c-erbB-2

蛋白質はその局在をほとんど認めず，平均陽性細胞率は7.1:f:3.5% (4.6%， 9.5%) 

を示した(写真 14)。また， c-erbB-1， 3蛋白質は，ともに陰性であった。

3. p53癌抑制遺伝子産物の発現

p53蛋白質は，エナメル上皮腫 22例中 2例;叢状型エナメル上皮腫 l例 (写真15

) ， i1意胞型エナメル上皮腫再発症例 1例 (写真16)，悪性エナメル上皮腫 2例中 2

例(写真 17)において 腫蕩細胞の核内にその発現を認めたC それぞれの症例に

おける p53陽性細胞率は，叢状型エナメル上皮腫で 24.3%，慮胞型エナメル上皮腫

再発例で 14.8%，悪性エナメル上皮腫で 38.6%，24.l %であった O また，同様の条

件下で染色を行なった他のエナメル上皮腫 および隣接する口腔粘膜上皮等の正常

組織では p53蛋白質の発現を認めなかった。

4. 各種遺伝子産物の発現と， PCNA陽性率の関連性

エナメル上皮腫，悪性エナメル上皮腫において， c-myc蛋白質陽性細胞率は

PCNA陽性率と正の相関を示した(図 2) 0 また， ras蛋白質陽性細胞率は PCNA

陽性率と負の相関を示した(図 3) 0 c-erbB-2蛋白質陽性細胞率と PCNA陽性率と

の聞に有意な相関は認められなかった(図 4) 0 p53蛋白質の発現を認めた症例の

PCNA陽性率は，叢状型エナメル上皮腫 32.8%，慮胞型エナメル上皮腫再発例 26.9

%，悪性エナメル上皮腫 44.4%， 42.1 %といずれも高値を示した(図 5)。

表4は，検索したエナメル上皮腫，悪性エナメル上皮腫を，その組織診断に関係

なく， PCNA陽性率の低い症例から)1[買にならべ，それぞれの症例における c-myc，

ras， c-erbB-2， p53各蛋白質の陽性細胞率を一覧にしたものである。

-10 -
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c-myc : + + +， ras: ::I::， p53: +を示した症例が，悪性エナメル上皮腫 2例と，

PCNA陽性率でエナメル上皮腫中最高値を示した叢状型エナメル上皮腫，次いで高

値を示したi慮、胞型エナメル上皮腫再発例であり，この 4症例は陽性細胞率の一致の

みならず，各蛋白質の染色性も類似したものであった。すなわち， p53蛋白質の発

現を認め， c-myc蛋白質は核膜周囲の細胞質に強い局在を示した。さらに， ras蛋白

質はその染色性の著しい低下を示した。

ー 11-
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ras 蛋白質陽性率と PC~仏陽性率図3図 2c-myc蛋白質陽性率と PCNA陽性率
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PCNA陽性率と各種遺伝子産物陽性率の関連性表 4

組織診断

液胞型

叢状型

i慮、胞型

再発例(混在型)

叢状型
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N.考察

1.エナメル上皮腫，悪性エナメル上皮腫の細胞増殖能

本研究結果では，減胞型エナメル上皮腫と叢状型エナメル上皮腫を比較すると，

PCNA陽性細胞の分布状態は明らかに異なっていた。すなわち慮胞型エナメル

上皮腫では， PCNA陽性細胞は腫蕩胞巣辺縁部の円柱状細胞に多く分布し，胞巣

中央部細胞で極めて少ない傾向にあったのに対し，叢状型エナメル上皮腫では，

腫蕩構成細胞全体に陽性細胞が散在した。従来，v.華胞型エナメル上皮腫の高円柱

状細胞はエナメル芽細胞への分化を示すとされている的)0 Heikinheimoら41) 長塚

伺 永 井 ら42)は，サイトケラチンの免疫組織化学的検索結果から慮、胞型エナメ

ル上皮腫の高円柱状細胞が単層上皮細胞への分化を示すとともに低分子のサイト

ケラチンを含むことを明らかにしている。さらに サイトケラチン分布は歯医の

内エナメル上皮と類似しているものの アメロジェニン産生を欠いていることか

ら，それらはエナメル芽細胞としての機能分化に乏しいと報告している。本研究

結果から，v.華胞型エナメル上皮腫の高円柱状細胞は，歯医や歯堤上皮に比べて明

らかに強い増殖能を有し これらの高円柱状細胞は従来考えられているより増殖

能の高い，低分化な腫蕩細胞であることが示唆された。さらに，このことは液胞

型エナメル上皮腫の侵襲的な増殖態度と関連性があることが推測される。また，

胞巣中央部腫蕩細胞は PCNA陰性の細胞群であったことから j慮、胞型エナメル

上皮腫の胞巣中央部は増殖能に乏しいことが示唆される O また 叢状型エナメル

上皮腫では，そのサイトケラチンの分布から肩平上皮的性格を有していることが

明らかにされているが納 本研究結果から腫湯胞巣全体に PCNA陽性細胞が存在

することが示された。このことから 腫傷胞巣全体に増殖能の高い腫蕩細胞群が

潜在していることが推測された。

エナメル上皮腫は 再発を繰り返すうちにその組織像が変化することが知られ

ている。すなわち 久保田らω)はエナメル上皮腫の再発腰湯の組織学的特徴とし

て，i慮、胞型を示す傾向にあること 細胞密度が高いこと，定型的なエナメル髄構

造に乏しく扇平上皮化生を示す傾向にあること等を挙げている。これらの組織学
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的特徴は，本研究で検索した再発症例の組織像とほぼ一致するものの，扇平上皮

化生を示す傾向は特に認められなかった。再発症例における PCNA陽性細胞は，

j慮、胞型，叢状型ともに胞巣辺縁部細胞のみならず，胞巣中央部細胞にも認められ

る傾向にあり，それらの初発時に見られた陽性細胞の分布とは異なっていた。さ

らに初発時から経過観察した 4例に関しては，全ての症例で，初発時よりも再発

時の方がPCNA陽性率は高値を示した。すなわち，初発時における PCNA陽性

率の平均値は 13.8:t4.5%，再発時では 22.2:t2.2%であり，再発:時症例における

PCNA陽性率は初発時に比べ有意に高値を示した。この結果は，エナメル上皮腫

が再発を繰り返すうちにその組織像が変化するのみならず，増殖細胞の分布パター

ンが変化すること，腫蕩細胞の増殖能が高まることを示唆しているO したがって，

本研究結果は，エナメル上皮腫が再発をすることにより，初発時に比較してより

侵襲性増殖を示すとの報告“・45)を裏付けるものである。

本研究で検討した悪性エナメル上皮腫は， 2例ともに原発部位の一部では典型

的なi慮、胞型エナメ ル上皮腫の組織像を呈しつつ，連続的に異型性を有する腫蕩組

織への移行を示した症例である。エナメル上皮腫の組織像を示す部位の PCNA

染色所見はi慮、胞型エナメル上皮腫と同様であったが，異型性を有する腫蕩組織へ

移行する部位において， PCNA陽性細胞数の著明な増加および染色性の増強を認

めた。悪性エナメル上皮腫の PCNA陽性率は， 43.3:t 1.6%であり，エナメル上

皮腫に比べ有意に高値であった。本研究から得られたエナメル上皮腫と悪性エナ

メル上皮腫の PCNA陽性率の明確な差異は， PCNAの免疫組織化学的検索が両

者を鑑別するうえにおいて極めて有効かつ簡便な方法であることを示すとともに，

PCNAの免疫組織化学的検索が，エナメル上皮腫の客観的な増殖能の指標として

有用であることが示唆された。

2.エナメル上皮腫 悪性エナメル上皮腫における癌遺伝子産物の発現

本研究において， c-myc蛋白質は，i慮胞型エナメル上皮腫，腫蕩胞巣中央部細

胞では核内に，辺縁部円柱状細胞では核のみ，核と細胞質，あるいは細胞質のみ
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と，多様な染色性を示した。また，叢状型エナメル上皮腫では腫場構成細胞全体

にわたり，核と細胞質，あるいは細胞質のみに局在した。myc蛋白質の細胞内局

在に関する研究より， myc蛋白質は，正常細胞株では核内に分布するが，細胞分

裂期には細胞質に分散することが報告されている 10.46)。本研究において， i1昔、胞型

エナメル上皮腫の胞巣辺縁部細胞 叢状型エナメル上皮腫の腫蕩構成細胞全体に

増殖能を有する腫蕩細胞が多く存在することを先に示したが，これらの腫蕩構成

細胞において c-myc蛋白質の細胞質への局在分布を認めた。さらに c-myc蛋白質

陽性細胞率は PCNA陽性率と正の相関を示した。本結果から， c-myc蛋白質は，

エナメル上皮腫において細胞質へ分散しながら細胞増殖に関与することが示唆さ

れた。また， c-myc蛋白質の免疫組織化学的検索において，組織の悪性化に伴い

細胞質への局在傾向を示すこと，分化度が低い腫場組織で細胞質への局在を示す

ことが報告されている孔34)。本研究結果では， c-myc蛋白質は，悪性エナメル上

皮腫において核膜周囲の細胞質に強い陽性反応を示した。また PCNA陽性率で

高値を示したエナメル上皮腫で悪性エナメル上皮腫に類似した染色性を示す症例

が存在した。このような c-myc蛋白質の染色性がエナメル上皮腫の悪性能を反映

しているのかもしれない。

本研究に使用した抗 rasモノクローナル抗体(Y13-259 )は， H-ras， K-rasお

よびN-ras癌遺伝子産物を認識することが確認されている 47)。これまでに様々な

腫場組織に関する ras蛋白質の免疫組織化学的検索が報告されており，腫湯組織

の悪性度や予後との相関がみられたとの報告もあるが35.36) 諸家の結果が一致し

ない場合も多い。本研究結果より，エナメル上皮腫において ra.s蛋白質は，

PCNA陽性細胞をほとんど認めない液胞型エナメル上皮腫の胞巣中央部細胞にの

み強陽性を示した。さらに， ras蛋白質陽性細胞率は PCNA陽性率と負の相関を

示した。 ras蛋白質の生理的機能に関して 様々な種類の細胞において細胞ごと

に異なるシグナル すなわち増殖や分化，細胞維持などのシグナルを伝達してい

ることが明らかとなっている問。本研究結果から エナメル上皮腫において ra

蛋白質は，増殖を直接促進する作用はないと考えられたが，その機能に関しては
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さらに詳細な検討が必要であると思われる。また，悪性エナメル上皮腫および

PCNA陽性率で高値を示した一部のエナメル上皮腫において陽性細胞率の減少や

染色性の低下を認めたことから，このような ras蛋白質の局在が悪性能の指標と

なる可能性が示唆された。

c-erbB-2蛋白質は， PCNA陽性細胞が多く認められたi慮、胞型エナメル上皮腫の

胞巣辺縁部円柱状細胞で強陽性を示すものの，叢状型エナメル上皮腫や悪性エナ

メル上皮腫での染色性は低かった。また， c-erbB-2蛋白質陽性細胞率と PCNA陽

性率との聞に有意な相関はみられず，増殖能の異なるエナメル上皮腫症例におい

て一定の染色傾向を示さなかった。辻ら必)は，唾液腺腫蕩を検索組織とした

c-erbB-2蛋白質の免疫組織化学的検索において，腺管様構造を示す腫湯細胞や正

常唾液腺導管細胞において陽性所見を得たことから，本蛋白質が細胞分化に関与

していると推測している。また Heikinheimoら41)長塚仰はサイトケラチンの免

疫組織学的検索結果から 減胞型エナメル上皮腫の高円柱状細胞が単層上皮細胞

への分化を示すことを報告している。本研究において c-erbB-2蛋白質が減胞型

エナメル上皮腫の円柱状細胞にのみ強い陽性所見を認めたことから，本蛋白質は，

エナメル上皮腫の円柱状細胞において単層上皮への分化に関する役割を担うこと

が示唆されたo c-erbB-l， 2， 3蛋白質の発現に関しては 臓器特異性があることが

知られているが，本研究結果より c-erbB-l. 3蛋白質はエナメル上皮腫の腫蕩発

生，増殖等に関与しないものと考えられた。

3. エナメル上皮腫における p53癌抑制遺伝子産物の発現

野生型 p53蛋白質分子は，細胞内における代謝半減期が非常に短く 6----20分程

であるのに対し，変異型 p53蛋白質では 4----8時間と延長し細胞内に過剰蓄積す

ることから，免疫組織化学的に検出可能となるべさらに，野生型 p53蛋白質が

DNA型がんウイルスである SV40のLT抗原と結合すると，野生型 p53蛋白質の

機能が失われると共にp53蛋白質の代謝半減期が延長することが知られており 50

Lこのような状態でも， p53蛋白質は免疫組織化学的に発現す・ると推測される。
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いずれにしても，免疫組織化学的に検出しうる p53蛋白質は異常な状態にあると

考えられる o p53蛋白質の免疫組織化学的検索は，消化器癌51)や乳癌均，肺癌53)

など多くの悪性腫蕩に関して報告されており，口腔領域の悪性腫携についても，

扇平上皮癌等に関する報告がみられる 54，55)。本研究で使用した抗p53モノクロー

ナル抗体 (BP53-12)は野生型から得られた抗体であり，野生型および変異型

p53蛋白質の N末端に近いアミノ酸をエピト ープとし，ホルマリン固定パラフイ

ン包埋組織での検索が可能とされている56)。

本研究の結果，エナメル上皮腫 22例中 2例，悪性エナメル上皮腫 2例中 2例

において p53蛋白質の発現を認めた。これらの症例において p53蛋白質の過剰発

現を認めたことから，他臓器の各種悪性腫蕩と同様に，歯原性悪性腫蕩において

もp53蛋白質の異常が生じていることが示唆された。さらに，悪性腫蕩や前癌病

変に特有の現象として捉えられているが3蛋白質の発現が，少数例ながらエナメ

ル上皮腫において認められたことは興味深いと思われる o p53蛋白質の発現を認

めたエナメル上皮腫 2例はとも にPCNA陽性率で高値を示しており，腫蕩組織

の増殖能が高いことが示されている。これまでに，野生型 p53蛋白質がPCNA

のmRNAの発現を抑制し その結果細胞周期が Gl期から S期へ移行する時点で

停止することが報告されている刊。また， Wagaら31)は，野生型 p53蛋白質が

PCNAの活性を阻害する働きを持つ p21蛋白質の発現を誘発するために DNA合

成期への進行が停止するという機構を報告した。 p53蛋白質陽性を示した症例で

は，このような野生型 p53蛋白質の機能が失われることにより PCNAが活性化

し， PCNA陽性率が増加した可能性が示唆された。さらに，これらのエナメル上

皮腫において p53蛋白質の異常が生じていることが示唆されるとともに， p53蛋

白質の発現がエナメル上皮腫の悪性能の指標として有用であると考えられた。

4. エナメル上皮腫の潜在的悪性能

エナメル上皮腫の中には形態学的に異型的変化を伴わないエナメル上皮腫転移

症例I・2，45，58)や再発を繰り返すうちに悪性転化した症例が報告されており“， 59) エ
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ナメル上皮腫の潜在的悪性能を示唆する報告もみられる J.2)。

本研究において，写真 3に示す症例は叢状型エナメル上皮腫の組織像を示しつ

つ，細胞密度が若干高く，腫蕩細胞は核濃縮を示す傾向にあったが，明らかな細

胞学的悪性所見に欠けていた。本症例では PCNA陽性率は 32.8%とエナメル上

皮腫中最高値を示した。また， PCNA陽性率で次いで高値を示した (26.9%) 

鴻胞型エナメル上皮腫再発例は，基本的にi慮、胞型エナメル上皮腫の組織像を示す

ものの，細胞密度が高く，塊状の胞巣を形成する傾向が認められた。さらに，こ

れらの症例は，各種癌遺伝子産物と p53癌抑制遺伝子産物の免疫染色結果で，

c-myc : + + +， ras: :::t:， p53: +を示しており，その染色性は悪性エナメル上

皮腫 2例と酷似するものであったo

悪性エナメル上皮腫は 組織学的にエナメル上皮腫の基本構造をとりながら細

胞学的に悪性像を示すものと定義付けられている児)が，組織学的にその診断は困

難なことが少なくない。Kunzeら1)は，エナメル上皮腫の形態学的悪性基準が明

確でないことが 本腫蕩の良悪性の判断を困難にしていると報告している O しか

し，現在エナメル上皮腫の良悪性に関する診断基準は純形態学的な所見に基づい

ており客観的な基準はない。 Mullerらω)は，エナメル上皮腫と悪性エナメル上皮

腫に関して， image cytometry， flow cytometryを用いて核 DNA量を定量し，エナ

メル上皮腫 18% エナメル上皮腫再発例 40%，悪性エナメル上皮腫 80%で異数

倍体を認め，異数倍体がエナメル上皮腫の悪性の指標になることを示唆している。

本研究において 悪性エナメル上皮腫に類似した染色所見を示した一部のエナ

メル上皮腫は，組織学的に悪性像を認めないながらも細胞学的悪性能を有するこ

とが示唆されるとともに 本結果がエナメル上皮腫の侵襲的増殖態度や再発，転

移などを起こしうる生物学的性格を反映しているものと考えられた。

以上，今回の免疫組織化学的検索より， PCNA，癌遺伝子産物，癌抑制遺伝子

産物は，エナメル上皮腫，悪性エナメル上皮腫において様々な局在様式を示し，

腫傷組織の増殖 分化等に関与すると考えられた。さらに，今後の分子生物学的

解析を含めた詳細な研究の基礎的データとなるものと考えられた。
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V.結論

今回，著者は，エナメル上皮腫，悪性エナメル上皮腫における細胞増殖能，お

よび癌遺伝子産物，癌抑制遺伝子産物に関する免疫組織化学的検索を施行し，以

下の結論を得た。

1.エナメル上皮腫の主要な組織型であるi慮、胞型エナメル上皮腫と叢状型エナメル

上皮腫との間で， PCNA陽性細胞の分布状態は異なっていたが，PCNA陽性率の

差異は認めなかった。

2.エナメル上皮腫再発例の PCNA陽性率はその初発時症例群に比べ有意に高値

を示し，エナメル上皮腫再発時における腫蕩細胞の増殖能増加が示された。

3.悪性エナメル上皮腫の PCNA陽性率は，エナメル上皮腫に比べ有意に高値を

示し， PCNAがエナメル上皮腫の増殖能の指標として有用であることが示された 0

4. c-myc蛋白質は， PCNA陽性率と正の相関を示し，増殖活性の高い腫蕩構成細

胞で細胞質への局在傾向を認めた。本結果より， c-myc蛋白質は，エナメル上皮

腫において細胞質へ分散しながら細胞増殖に関与することが示唆された。

5. ras蛋白質は， PCNA陽性率と負の相関を示し，増殖能が高い腫蕩構成細胞で

染色性の低下を認めた。本結果より ras蛋白質は，エナメル上皮腫において細

胞増殖を直接促進する働きはないと考えられた。

6. c-erbB-2蛋白質は， PCNA陽性率との有意な相関は認めなかったが，i1華胞型エ

ナメル上皮腫の胞巣辺縁部高円柱状細胞の分化に関与することが示唆された。

7.p53蛋白質は， PCNA陽性率で高値を示した悪性エナメル上皮腫と一部のエナ

メル上皮腫で発現を認め，これらの症例における p53蛋白質の異常が示唆された。

本研究において， c-myc， ras， p53蛋白の免疫染色結果より， PCNA陽性率で高

値を示した一部のエナメル上皮腫で 悪性エナメル上皮腫に類似した陽性細胞率

および染色性を認めたことから，これらのエナメル上皮腫が，悪性エナメル上皮

腫に類似した生物学的性格を有することが示唆された。以上より， PCNA， c-myc 

， ras ， p53各蛋白質の免疫組織化学的検索が，エナメル上皮腫の細胞学的悪性能

に対するスクリーニングとして有用であることが示唆された。
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写真1.

a. ?，慮、胞型エナメル上皮腫:H-E所見 (X250) 

b. i慮胞型エナメル上皮腫 :PCNA染色所見

PCNA陽性細胞は，腫場胞巣辺縁部の円柱状細胞に多く分布する o (X250) 



写真2.

a.叢状型エナメル上皮腫:H-E所見 (X250) 

b.叢状型エナメル上皮腫 :PCNA染色所見

PCNA陽性細胞は腫蕩実質全体に散在する o (X250) 



写真3.

a.叢状型エナメル上皮腫 :PCNA陽性率で高値を示した症例のH-E所見 (X250) 

b.叢状型エナメル上皮腫 :PCNA染色所見

腫場実質全体にわたり多数の PCNA陽性細胞を認める o (PCNA陽性率:32.8% ) 

(X250) 



写真4.

a.エナメル上皮腫再発例:H-E所見 (X250) 

b. i慮、胞型エナメル上皮腫再発例 :PCNA染色所見

PCNA陽性細胞は，腫湯胞巣辺縁部のみならず中央部細胞においても

多く認められる。 (X250)



写真5.

a.悪性エナメル上皮腫:H-E所見 (X250) 

b.悪性エナメ ル上皮腫 :PCNA染色所見

PCNA陽性細胞は，腫場実質全体に分布し，エナメル上皮腫と比較して
陽性細胞数の著明な増加を認める。

(X250) 



減胞型エナメル上皮腫:c-myc染色所見

腫湯胞巣辺縁部細胞では核，核と細胞質，あるいは細胞質のみに，
腫場胞巣中央部細胞では核内に陽性所見を認める。

写真7.

71き胞型エナメル上皮腫:ras染色所見

腫場胞巣中央部細胞の細胞質に強陽性，胞巣辺縁部細胞では弱陽性
を示す。

(X500) 

(X500) 



写真8.

j慮胞型エナメル上皮腫:c-erbB-2染色所見

腫場胞巣辺縁部の円柱状細胞の細胞膜，細胞質で強陽

性，胞巣中央部細胞では弱陽性~陰性を示す。 (X500)

一 一一」



写真9.

叢状型エナメル上皮腫:c-myc染色所見

腫蕩実質全体にわたり，核と細胞質，あるいは細胞質のみに陽性所見

を認める。 (X400)

写真10.

叢状型エナメル上皮腫 :ras染色所見

腫蕩実質全体にわたり，細胞質に弱陽性を示す。 (X400) 



'Ij: ~I[ 11 

AE状 1~~エナメ jレ J-..皮腫: c-erbB-2染色所凡

j医務災質全体にわたり， ~]S陽性~陰性をぷす。 (X250)



写真12.

悪性エナメル上皮腫:c-myc染色所見

腫蕩細胞核膜周囲の細胞質に強い陽性所見を示す。 (X500)

写真13.

悪性エナメル上皮腫:ras染色所見

一部の腫場細胞を除き陰性を示す。 (X500)



写真14.

悪性エナメル上皮腫:c-erbB-2染色所見

一部の腫蕩細胞を除き陰性を示す。 (X500)



写真15.

叢状型エナメル上皮腫:p53染色所見 (X250) 

写真16.

j慮胞型エナメル上皮腫再発例:p53染色所見 (X250) 



写真17.

悪性エナメル上皮腫:p53染色所見 (X250) 
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